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世
界
的
な
豪
雪
地
で
あ
る
新
潟
こ
そ
、

雪
に
か
か
わ
る
水
文
現
象
を
解
明
す
る
た
め
の

最
適
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
ね
。

大学院自然科学研究科助手

（専門分野：水文学、地形学）
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。
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最初に、研究分野について教えてください。

森林は水を蓄えると言われますが……

蓄えられた水はどのように川にでてくるの
ですか？

Whitaker先生は、雪が融け出してくる現象
を研究対象にしておられるということですが。

研究フィールドとしての雪国新潟は？

調査には学生も連れて行きますか？

学生とのコミュニケーションは英語で？

WHITAKER Andrew

Charles 

P r o f i l e

1970年2月生まれ。
1991年ブリストル大学地
理科学科卒業（イギリス）。
1992年ニューカッスル大
学大学院土木工学専攻修士
課程修了（イギリス）。
1997年モンタナ大学大学
院森林水文学専攻博士課程
修了（アメリカ合衆国）。
1997～1999年ブリティ
ッシュ・コロンビア大学特
別研究員（カナダ）。
1999年新潟大学大学院自
然科学研究科環境管理科学
専攻助手。

ブリティッシュ・コロンビア北部沿岸山地の氷河と森林

流れてくる土砂の構成を調査
（モンタナ州の川で）

ブリティッシュ・コロンビアの氷河と湖

※ポスドク(postdoc、postdoctoral)＝博士号取得後の
(研究の)、博士課程終了後の研究者
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イギリスの大学を卒業された後に、アメリカ
合衆国の大学院に進学しておられますね？

その後、ポスドクでカナダへ移られました
よね？

ポスドクの研究を終了した後に新潟大学に
赴任されたわけですね？

日本での生活は楽しんでおられますか？

最
初
に
日
本
語
で
話
し
を
す
る
と
、
学
生
は

緊
張
せ
ず
に
、
調
査
地
や
研
究
室
で
も
英
語

を
使
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

調査地で杉山教授とデータを調べる

妙高でのヒルクライムレース

渓流に入り学生と水量をはかる
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山岳マラソンにも参加されたと聞いていま
すが？

昨年、トライアスロンクラブで知り合った
日本人女性と伝統的な日本式の結婚式を挙
げられたそうですね？

最後の質問になりますが、新潟大学の印象
とメッセージをいただけませんか？

INTERVIEW

先生

大学院自然科学研究科

弥彦神社での結婚式

新
潟
大
学
の
学
生
に
は
、
奨
学
金
を
と
っ
て
、

留
学
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
外
の
世
界
で
、

多
く
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
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●インタビューを終えて

インタビューとは言うものの、実は、以前からウイタカ先生とは親しくさせ
ていただいている。缶ビールを片手に飯豊山麓の露天風呂で裸のつきあいをし
たこともある。温泉が大好きで、アメリカ合衆国にいた頃も露天風呂らしきも
のを楽しんでいたらしい。Snow Hydrology の研究者として、露天風呂で雪景
色を見ながら、調査で冷えた体とともに研究の構想を暖めておられるのかもし
れない。今回のインタビューでは、丁寧なクイーンズイングリッシュの端々に、
イギリス、アメリカ合衆国、カナダ、日本と研究環境が変わっても、生き方や
考え方は曲げない英国紳士の強い意志が伝わってくるようだった。長期の継続
データが何よりも大切な水文研究のスタイルは、走ることをこよなく愛するウ
イタカ先生ならではの生き方と重なりあうものがあるように感じた。インタビ
ューのテープおこしと翻訳は大学院自然科学研究科2年の高橋佳菜子さんに手
伝っていただき、翻訳後の校正は奥様のウイタカ英子さんと自然科学研究科の
杉山博信教授のお手を煩わせた。記してお礼申し上げる。 (農学部　紙谷智彦）
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留
学
生
が
40
数
ヶ
国
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
の
は
、

他
の
大
学
と
比
較
し
て
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

留
学
生
が
40
数
ヶ
国
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
の
は
、

他
の
大
学
と
比
較
し
て
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
専
門
分
野：

国
際
金
融
論
、
異
文
化
経
営
学
）

留
学
生
セ
ン
タ
ー

教
授
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阿波村先生が国際交流活動に携わるように
なったきっかけは？
銀行員時代のパリでの文化交流が原点

留学生センターはどういう活動をしている
のですか？
留学生・日本人学生・地域をつなげる

AWAMURA Minoru

P r o f i l e

1948年10月生まれ。
1972年京都大学経済学部
卒業。
1997年5月～1999年5月
株式会社東京三菱銀行為替
資金部副部長。
1999年5月～2002年3月
株式会社東京三菱銀行パリ
支店長。
2002年4月～新潟大学教
授（留学生センター）。

山
古
志
村
「
か
ま
く
ら
ま
つ
り
」
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留学生センターの課題、展望はどのように
お考えでしょうか？
おとなしい日本人学生

それぞれのできること・興味を還元できるシ

ステムづくり

留
学
生
と
日
本
人
学
生
、

地
域
の
間
で
の
交
流
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

去
年
は
山
古
志
村
へ
留
学
生
と
一
緒
に

田
植
え
に
行
き
ま
し
た
。

留学中のブザンソンでの「クリスマスディナー」

現在新潟大学には何名の留学生が
いるのですか？
バラエティに富んだ留学生
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もしも留学したくなったなら？

INTERVIEW

教授

留学生センター

山古志村の棚田で、まぼろしのもち米「梅三郎」を植える。
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●インタビューを終えて

「東京三菱銀行パリ支店勤務」という経歴を持つ阿波村先生。そのような人
が留学生センターにいらっしゃることにまず驚いた。ご自身が留学を経験なさ
っているため、留学生に対するケアの大切さを身を持って知ってらっしゃる。
留学生にとっては、頼りになる存在だ。そんな阿波村先生に、私たち日本人学
生は「おとなしい」と映っているらしい。そういえば私も大学入学当初、とき
どきすれ違う留学生にドキドキした憶えがある。髪の色が違う。肌の色が違う。
雰囲気が違う……。なんとなく話してみたいけど、やっぱり恥ずかしい。第一
どうやって話しかけたらいいんだろう？考えるだけで、なかなか行動に移せな
かった。でもこういう学生って、実はけっこういるのではないかと思う（希望
的観測）。みんなきっかけが欲しいだけなのかもしれない。そのきっかけ作りに
留学生センターが尽力していることを、このインタビューを通じて知った。「み
んなの持っている力を還元できたら」という阿波村先生の言葉に非常に共感し
た。地域も学生も巻き込んで、新大はもっと面白くなるはずだ。私もその力に
なりたいと思う。 （法学部4年　村越啓子）
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お
金
も
う
け
じ
ゃ
な
く
、

自
分
た
ち
の
理
念
、
や
り
た
い
こ
と
を

追
求
す
る
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

そ
う
い
う
組
織
を
取
り
巻
く
社
会
を

探
る
講
義
を
や
っ
て
い
ま
す
。

お
金
も
う
け
じ
ゃ
な
く
、

自
分
た
ち
の
理
念
、
や
り
た
い
こ
と
を

追
求
す
る
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

そ
う
い
う
組
織
を
取
り
巻
く
社
会
を

探
る
講
義
を
や
っ
て
い
ま
す
。

（
専
門
分
野：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
論
、
地
理
学
、
経
済
政
策
）

経
済
学
部
経
済
学
科

助
教
授

大学卒業後、民間の文化財コンサルタ
ントに就職。しかし、会社が潰れて失業。
地方公務員になるが、組織の歯車として
自分を殺すことに疑問を感じ、脱サラし
て独立。まちづくりのコンサルタントを
やりながら大学に入りなおす。
「お金と待遇をもらって、やったことを
ちゃんと社会に還元していくことを求め
られているわけだから、研究者というの
は。その負託にちゃんと応えないとまず
いだろうなとは思っていますね。」と、語
る澤村明助教授に、民間経験のセンスを
感じながらのインタビューとなった。
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NPOのゲストスピーカーを迎え、インタラ
クティブな講義をされていましたが、具体
的にどういった講義をされていたんですか？

q

NPO論、そしてまちづくり論とはそもそ
も何なんでしょう。

逆にいえば、行政が積極的にかかわってこ
なかったということなんでしょうか。

SAWAMURA Akira

P r o f i l e

1961年12月生まれ。
1984年九州大学工学部卒
業。
1986年東京都立大学大学
院工学研究科博士後期課程
中退。
2001年慶應義塾大学大学
院経済学研究科博士後期課
程単位取得満期退学。
ボランティア、NPOなどの
理論的分析と、歴史遺産・
文化遺産の経済性、まちづ
くりなど、「地域の諸問題
の解決」についての調査研
究を行っている。

澤村明助教授（左）の『NPO論 q』という授業。
NPO法人「虹のおと」代表理事の西田卓司さん（右）がゲストスピーカーとして参加。

自作紙芝居を使い、NPO人生の熱い
思いを学生に語りかける西田さん。

※NPO(Nonprofit Organization)＝民間非営利組織・団体
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新潟大学が、新潟市とか新潟県との関わり
も必要だと思うんですけれども。

経
済
学
部
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
と
い
う

大
学
院
を
作
っ
て
、
そ
こ
で
地
域
の
幹
部
候
補
の

再
教
育
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

注目している新潟での動きは？

ビデオでのNPO活動紹介も行われた。
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マネジメントスクールが発展することによ
って、新潟県、新潟市のまちづくり、ある
いはNPOが活性化していくということに
つながりますか？

新潟市の今後のまちづくりの発展に関して
NPOはこれからどういう役割を担ってい
けばいいのでしょうか。

INTERVIEW

助教授

経済学部経済学科

※MBA(Master of Business Administration)＝経営学修士

その他、澤村先生は、eラーニ
ングにも着手。新潟駅前にできた
新潟大学のサテライト教室で行っ
ている、社会人向けの授業を、イ
ンターネットで配信しようという
ものだ。また、歴史遺産と経済の
関係を研究するべく、各地のフィ
ールドワークを重ねたいと考えて
いる。
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●インタビューを終えて

風薫る晴れた6月3日の2限に澤村先生の授業風景をカメラに収めた。ゲスト
スピーカーとして、巻町でNPO法人を立ち上げた西田さんを迎えた授業は、初
めて講義を聞く私たちも、思わず耳をそばだてて聞く素晴らしい内容であった。
学生とのインタラクションのある双方向型の授業。そして講義風景をビデオ

撮りしており、ビデオの利用から果ては紙芝居（？）まで用いて講義を行って
くださった西田さんの軽妙な語り口に、学生のみならず私たち取材者も惹きつ
けられた一時間半の授業となった。
午後のインタビューで、NPO論、まちづくり論を専門とする澤村先生は、新
潟県や市の活性化の取組におけるNPOとまちづくりの重要性について、熱く語
ってくださった。澤村先生の言葉の端々から、地域住民の積極的参加型まちづ
くり運動の、さらなる発展にかける熱意がインタビューを通じて伝わってきた。
とりわけ、自治体や地元企業の社会人再教育を積極的に引き受け、研究成果

を社会に還元することが、新潟の経済活性につながること、その受け皿の一つ
として大学院のマネジメントスクール化について、さらにマネジメント学会の
活動について、地域活性化の視点から、なるほどと納得させられる素晴らしい
説明をしていただいた。
30分の短い時間では語り尽くせない内容を、ざっくばらんに話をしていただ
き、大変ありがとうございました。 （経済学部　濱田弘潤）
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（平成10年・法学部卒業、
14年・司法試験合格、現
在・司法研修所にて修習中）
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（平成7年・経済学部卒業、
現在・新潟市役所人事課勤
務、大学院経済学研究科2
年在籍）
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（平成12年・工学部卒業、
14年・大学院自然科学研
究科修了、現在・東芝デジ
タルメディアネットワーク
社勤務）

学生時代（学会発表したときのもの）

部署の人達と
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（平成9年・農学部卒業、現
在・国土交通省信濃川下流
河川事務所調査設計課勤
務）

現場の調査もしばしば

総合学習で中学生を指導することもある



新潟大学の学生の皆さん、キャンパ
ス・ライフは大いにエンジョイできてい
るでしょうか。学究生活はもとより、友
人・先輩・後輩との活動や、先生・家族との関
係は順調に運んでいますか？……大方の皆さんにとっ
ては毎日が有意義に進行していることと拝察致します。
私が新潟大学保健管理センターで精神保健面の相談を
担当するようになってから、３年間が経過しましたが、
相談に来られる学生の皆さんと接していて、一つ気付
いたことがあります。
それは、相談内容は個々に別々のテーマではあって

も、相談に来られるご本人の背景にご両親との関係が
しっかりとしていない方が多い傾向が見受けられるこ
とです。その原因の一端として、私は以下のことを考
えています。
「科学の知」が重視され続けてきた現代社会におい

ては、何事も〈対象化〉して、測定可能なものに価値
を認めてきました。親子関係とてもその例外ではなく、
親は子を対象化し、良い子に育てるための〈事〉を一
生懸命にやっています。例えば小学生の時は体を鍛え
るためにスイミングスクールに送り迎えするとか、中
学校になれば進学競争を勝ち抜くために学習塾に通わ
せて高額な月謝を払い、遅い帰宅時間に合わせて自家
用車で送迎するとかです。そして、子どもや親の価値
は偏差値という目に見えて評価される尺度によって測
定されるという具合です。そのために両親は子どもの
幸せを願う一心で懸命に働き、これも目に見える数字
であらわされるお金をせっせとためます。また、子ど
もが欲しがる〈物〉を与えるにはお金が必要なのです。
そうした〈事〉や〈物〉にふんだんに囲まれて子ど

もは一見幸福そうにすごすのですが、ここには「関係
性の喪失」という病巣が忍び込む可能性が高いと考え
られます。関係性とはつまり〈一緒に居るだけで楽し
い〉ということです。小さい子どもの頃、家に帰って
ただお母さんの顔を見ただけでほっとしたり、日曜日
にお父さんが家に居てただ一緒に時間をすごしてくれ
ただけで楽しかったりした思い出がきっと皆さんにも
あるでしょう。そういう人と人とのつながりをしっか

りと感じ取れないまま受験戦争だけを
勝ち抜いてきても、どうも心の中にはど

こかに虚しさが残るものであるようなので
す。自分の人生をしっかりと生きてゆこうとす

る時、自分は誰かと存在としてつながっているという
確信が必要であるようなのです。そこでは〈物〉も
〈事〉も力を持ち得ません。自分に何かあった時にお父
さんは、お母さんは、何をおしても駆けつけてくれる
という絆を感じられていることが大切なのです。この
感覚は成人するに従って家族以外の人との関係性にも
大きな影響を及ぼす基盤となるものです。大好きな恋
人とはどんな豪華なお食事をするかなどということよ
り、とにかくただ一緒に居るだけで幸せな気持ちにな
るでしょう。
そこで、将来「両親」となる可能性の高い皆さんに

は、是非、親子の「関係性」を考慮に入れた子育てを
して欲しいと切に望むものであります。保健管理セン
ターに精神保健面での相談に見える学生の皆さんの中
には、実は自分自身が他者とのしっかりした関係性を
信じることにつまずいた方がいらっしゃると感じるの
です。ですから逆を言えばここをクリアできれば立派
な「両親」となれるというわけなのです。
どうかこれからの21世紀の日本で「両親」となるで

あろう新潟大学の学生の皆さんには、欲求不満耐性、
不安耐性の備わった安定した精神生活をめざしていた
だきたいと心から願っております。

保健管理センター【五十嵐地区】
Tel.025-262-6243 Fax.025-262-7517

旭町分室【旭町地区】
Tel.025-227-2040 Fax.025-227-0748

利用時間／8:30～17:00（土・日曜、休日は除く）
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就職関係メールの配信について就職相談事務室から

平成14年度就職関係データについて

就職部就職相談事務室

進路が決定した4年生のみなさ
んへのお願い

総合情報処理センターから配付される電子メールア
ドレスを学生全員が利用できるようになっています。
パソコンのある場所なら、どこでも利用が可能です。
1.総合情報処理センターのHP
（http://www.cc.niigata-u.ac.jp/）を開く

2. [学生向けサービス] をクリック
3.ユーザー認証。ユーザー名とパスワードを入力し
てください。（学務事務システムと共通のアカウン
トです。）

職業別就職状況（学部）

技術者 教員 
医師 事務 
販売サービス 
運輸通信 
その他 

文系 

理系 

0 

130

347 

16

169 

66

4 

6

28 

31

795 

490

104 

227

技
術
者 

143 

14

教
　
員 

医
　
師 

事
　
務 

販
売 

サ
ー
ビ
ス 

運
輸
通
信 

そ
の
他 

合
　
計 

3.5％ 13.1％ 

18.0％ 

43.6％ 

21.3％ 

0.5％ 6.3％ 

46.3％ 

2.9％ 

26.5％ 

13.5％ 
1.2％ 

3.3％ 

0.0％ 

文系 

理系 

0 

8

農
林
漁
業 

1 

0

鉱
業 

8 

41

建
設
業 

65 

123

製
造
業 

6 

6

電
気
ガ
ス
水
道 
54 

34

情
報
通
信 

25 

3

運
輸
業 

84 

21

卸
売
小
売 

95 

3

金
融
保
険 

5 

4

不
動
産
業 

9 

3

22 

133

医
療
、福
祉 

168 

17

教
育
、学
習 

支
援
業 

15 

6

複
合
サ
ー 

ビ
ス
事
業 

127 

40

サ
ー
ビ
ス
業 

108 

43

公
務
員 

3 

5

そ
の
他 

795 

490

合
計 

　 農林漁業　　 鉱業　　 建設業　 
　 製造業　　 電気ガス水道　 
　 情報通信　　 運輸業　　 卸売小売
　 金融保険　　 不動産業　 
　 飲食店、宿泊業　　 医療、福祉　 
　 教育、学習支援業　 
　 複合サービス事業　 
　 サービス業　　 公務員　　 その他 

1.0％ 1.6％ 
8.4％ 

25.1％ 

1.2％ 
6.9％ 

0.6％ 

0.8％ 4.3％ 

27.2％ 

8.8％ 8.2％ 
1.2％ 
3.5％ 

0.6％ 0.6％ 
2.8％ 

13.6％ 
16.0％ 

1.9％ 

21.1％ 

1.1％ 
0.6％ 

11.9％ 10.6％ 
3.1％ 

6.8％ 
0.8％ 8.2％ 0.4％ 

0.1％ 1.0％ 

飲
食
店
、 

宿
泊
業 
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●学生用電子メールの利用法●



平成15年6月14日（土）、新潟市民プラザ
ホールにおいて、工学部創立80周年記念講
演会・全学講義として毛利衛氏による講演が
行われました。全部局から500人以上の参加
者があり大盛況でした。映像を使っての講演
でしたが、以下にその内容を要約します。
私は、宇宙に二回行くチャンスがありまし

た。一回目は科学者として、地上ではできな
い新しい材料や医薬品を作ることが目的でし
た。位相差顕微鏡を覗いて細胞の写真をとっ
ていたとき、目がつかれたので、窓から地球
をみました。そのとき、今見ていた顕微鏡の
細胞と窓に映った地球表面の形が似ていたのです。ものごとはスケールが違っても、相対的なもので
はないか、と思いました。すべてのものは大きさを越えた共通点があるのではないかと思ったのです。
二回目は陸地の立体地形図を作るためのデータ集めが目的でした。毎日地球を見る仕事でした。ス

ペースシャトルは約90分で地球を一周します。たった90分の間に、地上の24時間の生活を（直接
は見えませんが）見る訳です。このようにみると、時間というのは相対的なものではないか、と思い
ます。空間も時間も相対的なもの、と考えるときにきているのではないでしょうか。
誰もが宇宙から見る地球は美しいと言います。それは、自分がそこから来たという思いがあるから

ですが、それだけではなくもっと深い意味があります。そのキーワードは生命です。生命には、環境
に挑戦し順応し発展させる能力があるのです。

田中さんや小柴さんのノーベル賞を私たちはうれし
いと思います。松井やイチロー、高橋尚子や中田選手
が活躍すると、また小池先生が美しい歌を詠むとうれ
しいと思います。それは、生命が更に繁栄できる能力
を獲得している、ということを感じるからです。ある
個人が一つの限界を超える能力を得ると、別の者がそ
れに続き、こうして社会の能力が上がります。そうい
う生命の基本がわかれば、自分の成長の面白さを覚え、
いろんな目標が実現します。大学生は、今のうちに自
分の能力を知り、その意味を考えながら今の勉強をし
て欲しいと思います。

地球上には様々な生物がいますが、地球以外は生命が存在できない空間です。地上では様々な生
物・人間が能力を発揮して、ぎりぎりのところを通り抜けて生き延びてきました。科学技術も一つの
能力ですが、一歩間違えると人間は生き延びられなくなります。人間はぎりぎりのバランスをどう舵
取っていくか。そのとき大切なのは、工学だけではなく、それ以外の分野、文化・芸術・スポーツな
どすべての分野を豊かにすること、それが今問われていることだと思います。

（文責：工学部機能材料工学科　教授　小林敏志）

次回は、歌人 小池 光 氏の「科学のことば 詩のことば」の予定です。

「宇宙からの贈りもの」
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日本科学未来館館長/NASDA宇宙飛行士　毛利　衛氏
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6月7日、8日の二日間にわたって
黎明祭が行なわれました。
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黎明祭実行委員長
経済学部3年　連川辰徳

今年度の黎明祭は6月7日、8日の二日間にわたって行なわれまし
た。今年度の企画はステージ、模擬店、スポーツ大会の三つでした。
まず、ステージですが、一日目はミュージックフェスティバル、ダ

ンス、ピアノ演奏が行なわれました。個人的にはピアノ演奏が大変す
ばらしかったと思います。ちょうど夕暮れ時だったので、ピアノの音
色とシチュエーションがぴったり合っていました。そして、大学周辺
に舞うあの綿（？）みたいなものによって一食前広場は幻想的な雰囲
気に包まれていたと思います。
二日目はゲストライブとダンスが行なわれました。今年のゲストは

スクービードゥーでした。ライブも盛り上がりましたし、二日目もス
テージは大盛況だったと思います。
模擬店は内模擬、外模擬が開かれました。内模擬、外模擬ともに当

初は出店を希望する団体が少なく、どうなってしまうのか不安になっ
た時もありましたが多くの団体に参加していただきました。また、外
模擬ではリサイクル容器での販売をお願いしました。この流れは来年
にも続けていってもらいたいと思います。
スポーツ大会では駅伝大会、テニス大会、バドミントン大会、バレ

ー大会が行なわれ、こちらもなかなか好評でした。
以上の内容を作り上げるために私たち黎明祭実行委員会は約4ヶ月

間活動してきました。そして、黎明祭が終わり充実感を得ることがで
きました。しかし、その一方で多くの苦悩や開催にたどり着くまでの
難しさも感じました。
ここからは私が思うそれらの点について述べていきたいと思いま

す。まず、一点目が開学記念と新入生歓迎という趣旨に黎明祭の内容
が合っているのかという点です。二点目が黎明祭実行委員会は学友会
をもとに構成されているため、黎明祭を作り上げるノウハウが下の世
代に繋がりづらいということも言えます。そして最後が、学生が黎明
祭をやりたいと思っているのかどうかという点です。この点は特に疑
問に思います。黎明祭は学生の希望によって、学生が主体となり行な
われているものです。しかし、先ほど述べたように模擬店の出店希望
団体数は当初大変少ないものでした。また、私自身、実行委員長を希
望したわけではありません。そもそも今年度まで黎明祭に来たことは
ありませんでした。私だけでなく、今年実行委員を自ら希望した委員
はほとんどいませんでした。それでは、私を含めどのように実行委員
が決められたかというと、じゃんけんです。そんな経緯もあったため
に、中には委員になったにも関わらず、黎明祭にかかわらずに黎明祭
を終えてしまった実行委員もいました。
黎明祭では多くのお金が使われています。そしてそのお金を出して

いるのは学生です。以上のことを踏まえると、一度学生の意見を聞き、
黎明祭は必要なのかどうかはっきりさせるべきだと思います。
とはいえ、今年度の黎明祭では多くの団体、個人からご協力頂きま

した。この場を借りて感謝したいと思います。




